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富山大学 地域連携推進機構 地域医療・保健支援部門は、地域の各種社会資源と連携した、地

域医療や地域保健に関する調査研究、人材育成、情報発信に関する事業を行っています。その一

環として継続看護についてのシンポジウムを開催しています。この取り組みは平成 25年から年 1

回開催し、5回目となる今回は、平成 30年 11月 19日（月）に開催します。 

現在、全国で地域包括ケア体制の整備が進められています。年齢を重ねても病気になっても障

がいを持っても、住み慣れた地域で安心して生活を送りたいという人々の願いを実現させるため

です。こうした中、医療依存度の高い方々が住み慣れた地域で生活するためには、退院後の容態

を見通し、支援体制を整える必要があります。多職種チーム、とくに医療分野の調整、連携強化

のために看護職に期待される役割は大きいです。 

しかし退院を勧める医療機関スタッフともう少し入院させてもらえるはずだと思う患者・家族

の方々との認識の差から、双方のコミュニケーションが上手くいっているとは言い難い状況です。 

シンポジウムでは医療機関側と、患者・家族の方々との橋渡しを目指します。当部門は、敢え

て退院支援・在宅移行支援という言葉を使わず継続看護としておりますが、このシンポジウムを

看護職だけでなく、多職種・住民の皆様と共に考えていく機会にしていきたいと考えています。

また、これまで当部門は、県内地域拠点病院においても継続看護についての関連事例検討会・講

演会も開催してきており、より様々な方たちに継続看護のありかたについて情報発信しておりま

す。 

継続看護の取り組みについて、取材・報道方よろしく取り計らい願います。 

 

日時：平成 30年 11月 19日（月） 17：45～19：15 

場所：富山大学附属病院２階 臨床講義室 1（杉谷キャンパス） 

内容：【研修報告】退院支援・調整に関する研修会に参加して 

【講演】退院した患者と家族の『地域で生活する』を支える 

     講師：西村 和美氏（NPO法人 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽこのゆびとーまれ 副理事長） 

 

(参考)継続看護マネジメント事例検討会・講演会 

日時：平成 30年 10月 20日（土） 13時～15時 40分 

場所：市立砺波総合病院 講堂 (〒939-1395富山県砺波市新富町 1-61) 

内容：【事例検討グループワーク】継続看護マネジメント事例展開 

【講演】生活と医療を統合する『継続看護マネジメント』 

     講師：長江 弘子氏（東京女子医科大学 老年看護学講座 教授） 

        岡田 麻里氏(県立広島大学 統合分野・在宅看護学講座 講師) 

 

富山大学地域連携推進機構地域医療・保健支援部門 

平成 30年度 地域包括ケアシステム推進事業 継続看護シンポジウムの開催 
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